
５
月
も
終
わ
り
の

日
、

縮
小
し
て
開
催
す
る
。

保
育
園
、
す
ば
る
児
童
館
み

七
夕
ま
つ
り
。
当
時
の
一
身

29

一
身
田
青
年
団
の
面
々
が

メ
イ
ン
は
笹
飾
り
で
、
高

の
り
苑
、
一
身
田
小
学
校
な

田
も
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

七
夕
ま
つ
り
の
準
備
の
た
め

田
幼
稚
園
、
高
田
子
ど
も

ど
の
協
力
を
得
て
仲
之
町

や
郊
外
の
大
型
店
舗
化
、
後

集
ま
っ
て
き
た
。
７
月

日

園
、
豊
野
保
育
園
、
志
登

通
り
一
体
を
笹
飾
り
す
る
。

継
者
問
題
が
深
刻
化
、
し
も

10

に
開
催
さ
れ
る
祭
り
の
備
品

茂
保
育
園
、
ゆ
た
か
子
ど

イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し
て
ル
ー

た
屋
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
こ

一
身
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
区
社
協
）
会
長
望
木
幹
雄
氏
は
紙
面
総
会
を
開
き
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報

の
確
認
や
点
検
を
行
う
た

も
園
、
大
里
幼
稚
園
、
同

レ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
、
コ
リ
ン
ト
ゲ

の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
商

告
、
決
算
報
告
、
４
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
３
年
度
の
収
支
決
算
で
は
、
収
入
７
，
２
７
１
，
５

め
で
あ
る
。

ー
ム
、
輪
投
げ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

工
会
の
若
い
人
た
ち
が
集
ま

９
３
円
、
支
出
３
，
９
９
８
，
４
５
４
円
。
収
入
の
大
半
は
、
敬
老
事
業
の
助
成
金
、
共
同
募
金
の
分
配
金
、
地
域
福
祉

昨
年
、
一
昨
年
と
コ
ロ
ナ

ア
ウ
ト
な
ど
を
企
画
し
て
い

り
、
子
ど
も
達
が
中
心
の
祭

資
金
の
助
成
金
で
あ
る
。
支
出
は
事
業
費
と
し
て
、
敬
老
会
、
凧
揚
げ
大
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ラ
ワ
ー
研
修
、

禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
往
年
の
名

り
を
作
ろ
う
と
立
ち
上
げ

笑
顔
の
写
真
展
、
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
の
支
援
、
ノ
ボ
リ
や
新
聞
発
行
の
広
報
活
動
な
ど
で
あ
っ
た
。

れ
た
。「
こ
ん
な
事
は
初
め
て

作
「
機
関
車
」
は
今
年
も
健

た
の
が「
七
夕
ま
つ
り
」
で
あ

で
考
え
す
ら
し
な
か
っ
た
」
と

在
。
よ
さ
こ
い
踊
り
は
「
極

っ
た
。
当
時
は
何
も
か
も
手

地
区
社
協
会
長
の
望
木

声
掛
け
す
る
な
ど
で
改
善

通
れ
な
い
。

メ
ン
バ
ー
さ
ん
ら
と
一
緒
に

団
長
の
中
宮
寛
雄
さ
ん
は

津
」
が
出
演
、
祭
り
に
華
を

づ
く
り
で
、
そ
の
最
た
る
物

さ
ん
は
、「
み
ん
な
で
支
え

や
提
言
を
取
り
込
ん
で
い
「
買
い
物
に
行
き
た
く
て
も

な
っ
て
解
決
を
図
り
た
い
、
笑
う
。

添
え
る
。

が
今
も
活
躍
し
て
い
る
機
関

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い

合
い
の
精
神
で
色
々
な
課

き
た
い
」
。「
何
よ
り
、『
顔

不
便
で
、
行
き
に
く
い
」「
行

ケ
ア
会
議
を
持
ち
た
い
」
と

回
目
の
今
年
は
規
模
を

昭
和

年
か
ら
始
ま
っ
た

車
。
「
ぜ
ひ
、
応
援
し
て
欲

39

５８

地
区
社
協
で
あ
る
が
、
地
域

題
を
共
有
す
る
こ
と
が
大

が
見
え
る
』『
声
が
聴
こ
え

っ
た
と
し
て
も
買
っ
た
物
を

熱
弁
さ
れ
る
。

し
い
、
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
欲

住
民
に
と
っ
て
は
、
頼
り
に

事
で
、
課
題
を
見
つ
け
る
、

る
』
地
区
社
協
で
あ
り
た

持
ち
運
べ
な
い
」
な
ど
の
交

地
区
社
協
が
増
々
活
性
化

し
い
」
と
、
副
団
長
の
藤
井

な
る
団
体
。
生
活
や
福
祉
、

い
。
」
と
話
さ
れ

通
弱
者
の
嘆
き
の
声
。

す
る
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

９
月

日

敬
老
の
つ
ど
い

さ
ん
は
呼
び
か
け
て
い
る
。

17

困
り
ご
と
の
相
談
な
ど
に
行

る
。

子
育
て
世
代
か
ら
は
、「
私

動
や
Ｎ
Ｐ
０
が
よ
り
活
動
的

月

日

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

11

19

政
と
連
携
し
て
誰
も
が
安

た
ち
は
共
稼
ぎ
で
、
仕
事
を

に
、
そ
し
て
、
次
世
代
を
担

フ
大
会

本
会
は
諸
先
輩
の
方
々

の
助
け
を
い
た
だ
き
、
相
互

は
、
７
月
に
日
帰
り
研
修

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

終
え
て
帰
宅
し
て
も
次
は
家

う
世
代
の
協
力
が
必
要
と

２
月

日

凧
揚
げ
大
会

か
ら
受
け
繋
が
れ
て
き
た

関
係
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

会
、

月
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

19

10

を
推
進
し
て
い
る
。

行
政
や
関
係

事
や
子
育
て
と
３
６
５
日
休

な
る
。
自
然
災
害
や
緊
急

伝
統
あ
る
立
派
な
婦
人
会

し
て
、
一
身
田
の
行
事
に
協

ド
ル
チ
ェ
（
楽
器
演
奏
会
）

自
治
会
、
民
生
委
員
、
体
育

機
関
だ
け
で
は

み
時
間
が
な
い
。
ほ
ん
の
少

避
難
、
ひ
い
て
は
地
域
の
イ
ベ

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

チ
ェ
ア
ー
ヨ
等
、
楽
し
い
行
事

振
興
会
、
老
人
会
、
婦
人

目
の
届
か
な
い

し
地
域
の
方
々
見
て
頂
く
と

ン
ト
な
ど
に
は
大
き
な
力
と

７
月

日

七
夕
ま
つ
り

て
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

ま
す
。
４
月
に
は
３
年
ぶ
り

も
行
い
ま
す
。

個
々
の
健

10

会
、
交
通
安
全
推
進
協
議

コ
ト
が
多
々
あ

有
難
い
」
「
引
っ
越
し
て
き
た

な
る
。

月

日

寺
内
町
ま
つ
り

す
。

に
総
会
を
開
催
で
き
た
事
は

康
に
留
意
し
て
多
く
の
皆
さ

11

13

会
、
青
少
年
育
成
協
議
会
、

る
。
支
え
合
い

ば
か
り
で
何
も
分
か
ら
ず
寂

声
な
き
声
を
拾
い
上
げ

同

し
あ
わ
せ
和
婚

地
域
の
自
治
会
連
合
会
、
会
員
の
参
加
の
お
蔭
と
感

ま
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願

一
身
田
小
学
校
、
同
Ｐ
Ｔ

の
精
神
は
社
協

し
い
」
な
ど
、『
仕
方
が
な

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
な
い
住

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

謝
致
し
ま
す
。

い
ま
す
。

Ａ
、
一
身
田
中
学
校
、
同
Ｐ

の
本

髄

で
あ

い
』
、『
諦
め
る
し
か
な
い
』
の

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
前
進

盆
踊
り
大
会
は

中
止

議
会
等
多
く
の
会
長
様
方

今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て

Ｔ
Ａ
、
公
民
館
、
商
工
会
、

る
。
住
み
よ
い

声
は
切
実
で
あ
る
。

さ
せ
る
に
は
常
時
、
声
が
届

観
光
懇
話
会
、
消
防
団
、
青

町
に
す
る
た
め

津
中
部
中
地
域
包
括
支

く
『
場
所
』
、
い
つ
で
も
声
を

年
団
、
ほ
っ
と
ガ
イ
ド
会
、
ス

に
は
生

活

課

援
セ
ン
タ
ー
長
の
谷
口
美

聞
く『
人
』
が
必
要
で
あ
る
。

ポ
ー
ツ
少
年
・
少
女
団
、
一

題
と
し
て「
困

千
子
さ
ん
は
、「
こ
ん
な
時

「
ホ
ッ
と
す
る
に
一
身
田
」

身
田
の
新
聞
の

団
体
か

り
ご
と
」
の
問

こ
そ
私
た
ち
の
出
番
、
民
生

は
、
福
祉
の
の
街
づ
く
り
に

１９

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

題
は
避
け
て
は

委
員
さ
ん
や
地
区
社
協
の

は
最
適
な
場
所
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
か
ら
健
康
寿

寿
命
を
伸
ば
す
目
標
を
掲

清
掃
活
動
、

歳
以
上
へ
の

88

る
案
は
ど
う
か
。
車
が
通
ら

命
（
２
０
１
９
年
調
査
）
が
発

げ
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
充
分
に

友
愛
訪
問
、
伊
勢
神
宮
・
海

ず
安
全
で
あ
る
。

表
さ
れ
、
三
重
県
女
性
の

図
り
、
野
外
活
動
の
催
し

女
小
屋
体
験
・
ヴ
ィ
ソ
ン
見

沿
道
を
部
分
的
に
ア
ル
ミ

．

歳
が
全
国
の
ト
ッ
プ

物
に
心
が
け
ま
し
た
。

学
旅
行
、
ミ
カ
ン
狩
り
、
更

77
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缶
風
車
、
花
、
錦
鯉
放
流

と
言
う
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
が

更
に
、
笑
顔
で
ふ
れ
あ
い
、
に
一
寿
会
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

な
ど
で
、
夜
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

巣
ご
も
ら
ず
、
会
員
同
士

会
、
趣
味
の
作
品
展
等
の
参

津
市
一
身
田
に
は
国
宝
専

着
い
た
良
い
街
と
言
う
声

話
題
作
り
の
面
展
開
が
必

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
ま
せ
る

伸
び
た
要
因
は
、
脳
血
管

へ
の
寄
り
添
い
を
願
い
、
一

加
で「
つ
な
が
り
」
を
図
り
ま

れ
る
意
欲
が
、
健
や
か
な
生

修
寺
（
通
称
高
田
本
山
）
が

も
有
る
が
、
こ
こ
に
住
む
者

要
と
思
う
。

工
夫
は
面
白
い
。
他
に
も
話

疾
患
や
関
節
疾
患
の
減
少
、

身
田
地
区
の
各
種
組
織
と

し
た
。

活
を
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
、
し
か
も
３
つ
の
駅
を

と
し
て
は
も
う
少
し
活
気

例
え
ば
、
毛
無
川
を
核
と

題
作
り
の
ア
イ
デ
ア
は
た
く

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
広

の
繋
が
り
や
関
り
を
推
奨

加
え
て
、
一
身
田
公
民
館

更
に
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
サ

持
つ
な
ど
活
性
化
へ
の
色
々

と
賑
わ
い
が
欲
し
い
。

し
た
話
題
作
り
は
興
味
深

さ
ん
考
え
ら
れ
る
。

が
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

し
て
、
会
員
が「
つ
な
が
る
」
の
寿
大
学
を
は
じ
め
と
し
た

ロ
ン
、
寄
せ
植
え
研
修
会
、

な
潜
在
能
力
が
あ
る
。

高
田
本
山
を
積
極
的
に

い
。
最
近
の
健
康
志
向
か

問
題
意
識
と
熱
意
を
持

そ
の
よ
う
な
嬉
し
い
結
果
、

こ
と
で
健
康
寿
命
を
伸
ば

の
公
民
館
講
座
や

団

歩
こ
う
会
、
笑
顔
の
写
真
展

16
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し
か
し
、
ま
だ
全
国
的
に

広
報
し
知
名
度
を
上
げ
る

ら
、
堤
防
沿
い
を
整
備
し
、
ち
、
み
ん
な
の
力
を
結
集

平
均
寿
命
か
ら
健
康
寿
命

せ
る
よ
う
に
想
い
、
協
賛

体
に
よ
る
各
種
の
趣
味
の
講

へ
と
「
つ
な
が
る
」
こ
と
で
一

は
知
名
度
が
低
く
駅
も
無

の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
一
つ
近
鉄
江
戸
橋
駅
か
ら
高
田

し
、
ま
た
近
隣
地
域
の
名
所

を
差
し
引
い
た
支
障
期
間
が

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

座
で
は
、
５
３
３
名
が「
つ
な

身
田
地
区
民
の
健
康
寿
命

人
駅
、
そ
の
実
力
を
発
揮
で

の
名
所
に
依
存
す
る
だ
け

本
山
迄
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
と
の
連
携
、
行
政
の
協
力
も

化
が
実
現
で
き
た
ら
何
と

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
一
寿
会
は
老

が
っ
て
」
い
ま
す
。

を
伸
ば
す
こ
と
を
願
っ
て
い

き
て
い
な
い
。
の
ど
か
で
落
ち

で
は
広
が
り
が
な
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
に
す

得
な
が
ら
、
一
身
田
の
活
性

素
晴
ら
し
い
事
か
。

昨
年
、
一
寿
会
は
健
康

人
大
学
で
の
芸
能
大
会
、

高
齢
の
方
々
の
取
り
込
ま

ま
す
。

♦
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「
一
身
田
寺
内
町
の
館
」
は

み
ま
す
。

内
町
の
館
」
が
開
館
し
早

始
め
茶
道
、
生
花
、
着
付

て「
専
修
寺
参
り
！
寺
内
町

寺
内
町
の
歴
史
、
文
化
を
紹

お
店
が
所
有
す
る
「
ま
ち

に
遇
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
堯
秀
上
人
は
、

や
二
十
年
の
歳
月
が
経
ち

け
等
教
養
の
場
と
し
て
、

巡
り
省
け
ば
片
参
り
」
、「
専

介
す
る
施
設
で
す
。
情
報
を

か
ど
資
料
館
」
の
展
示
品

「
つ
ら
つ
ら
世
間
の
転
変
を

深
い
悲
し
み
の
中
か
ら
立
ち

ま
し
た
。

更
に
名
松
、
巨
松
の
誉
れ

修
寺
参
り
！
館
に
寄
ら
ね

来
訪
者
に
提
供
す
る
と
共

や
、
個
人
の
作
品
を
紹
介
す

観
ず
れ
ば
、
哀
傷
の
涙
袖
に

上
が
っ
て
、
も
う
一
度
、
住

開
館
二
十
年
の
節
目
を

高
く
鮮
や
か
な
深
緑
の

ば
片
参
り
」
を
常
に
念
頭

に
、
広
く
外
に
発
信
す
る
事

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

あ
ま
り
、
静
か
に
こ
の
身
の

職
の
座
に
つ
か
れ
、
ま
ず
御

迎
え「
寺
内
町
の
館
」
設
立

小
庭
園
で
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

に
、「
歴
史
と
文
化
の
町
一

も
重
要
で
す
。

公
共
的
内
容
を
基
本
と

浮
生
を
思
え
ば
憂
懐
の
悲

影
堂
の
建
設
に
と
り
か
か
れ

に
ご
尽
力
戴
い
た
先
達
に

バ
ン
ド
、
コ
ー
ラ
ス
等
サ
ー

身
田
、
国
宝
の
あ
る
町
一
身

ま
た
地
域
の
交
流
を
図

し
、
館
を
住
民
相
互
の
親
睦

し
み
、
肝
に
銘
ず
。
・
・
・
・
あ

ま
し
た
。

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共

ク
ル
仲
間
の
練
習
や
ほ
っ

田
、
ホ
ッ
と
す
る
に
一
身

る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
昨
年

を
深
め
る
場
に
し
て
い
き
た

あ
悲
し
い
か
な
、
人
の
世
に

藤
堂
藩
挙
げ
て
の
援
助
を

に
、
こ
の
先
、
更
な
る
飛

と
ガ
イ
ド
に
よ
る
遠
来

田
！
」
を
町
の
誇
り
と
し

度
は
ネ
ッ
ト
活
用
で
情
報

い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的

あ
り
て
も
と
む
る
と
こ
ろ
、
得
て
、
寛
文
六
年(

一
六
六

躍
・
発
展
の
為
に
は
、
こ

か
ら
の
参
拝
客
、
観
光

て
、
今
後
と
も
増
加
す
る

発
信
力
の
強
化
に
取
組
み

内
容
は
こ
れ
か
ら
検
討
し

こ
こ
ろ
の
ご
と
く
な
ら
ず
。
六)

に
は
完
成
さ
せ
、
そ
の

れ
ま
で
以
上
に
情
報
発

客
の
お
も
て
な
し
、
交
流

で
あ
ろ
う
参
拝
客
・
観
光

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
地

て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
ご
紹

・
・
・
老
少
不
定
に
し
て
親

年
の
暮
、
八
十
五
歳
に
て

信
の
要
所
と
し
て
、
地
域
コ

の
場
と
し
て
多
い
に
利
用

客
に
対
す
る
真
心
の
こ
も
っ
域
交
流
の
場
づ
く
り
に
取
組

介
し
た
、
第
十
五
代
堯
朝

に
先
立
つ
も
あ
り
。
・
・
・
悲

多
難
で
あ
っ
た
生
涯
を
終
え

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
参

い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
お
も
て
な
し
に
よ
っ
て
交

上
人
の
父
、
第
十
二
代
堯

し
み
の
ま
た
悲
し
き
は
、
老

ら
れ
ま
し
た
。

拝
客
・
観
光
客
、
地
域
の

寺
内
町
の
か
つ
て
の
賑

流
の
輪
、
絆
の
輪
は
全
国
各

秀
上
人
に
つ
い
て
お
話
し
し

い
て
子
に
お
く
る
る
よ
り
悲

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

皆
様
に
愛
さ
れ
親
し
ま

わ
い
は
先
達
の
努
力
で
す

地
へ
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思

ま
す
。

し
き
は
な
し
、
恨
み
て
も
さ

平
成
十
四
年
十
一
月

れ
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い

が
、
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち

い
ま
す
。

寛
永
十
八
年(

一
六
四
一)

ら
に
恨
め
し
き
は
、
若
う
し

す
。

一
身
田
寺
内
町
「
高
松

た
だ
く
、
規
模
の
大
小
・
人

の
手
に
よ
っ
て
、
よ
り
以

町
中
が
初
参
り
、
リ
ピ
ー

堯
秀
上
人
は
専
修
寺
住
職

て
親
に
先
立
つ
よ
り
恨
め
し

活
動
の
内
容
と
し
て
は
、

院
」
跡
地
に
髙
田
本
山
専

数
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
手

上
の
賑
わ
い
を
実
現
す
べ

タ
ー
で
溢
れ
「
大
法
会
、
よ

を
法
嗣
の
堯
朝
上
人
に
譲

き

は
な
し
と
言
え
り
。
」
と

月
に
２
回
ほ
ど
集
ま
り
、
地

修
寺
や
一
身
田
寺
内
町
の

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
く
事

く
、
そ
の
為
に
は
館
関
係

う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し

ら
れ
、
祥
雲
院
と
名
の
ら
れ

あ
る)

御
書
の
一
節
に
、
堯

域
の
分
析
を
行
い
、
ど
う
し

ご

し

ょ

情
報
を
発
信
す
る
要
所
と

に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と

者
は
も
と
よ
り

、
館
ご

た
！
」「
お
久
し
ぶ
り
、
お
七

て
隠
居
さ
れ
た
の
で
す
が
、
秀
上
人
の
血
を
吐
く
よ
う

た
ら
い
い
か
を
考
え
、
実
行

し
て
、
ま
た
、
歴
史
・
文
化

い
う
思
い
で
す
。

利
用
者
、
ご
町
内
の
皆
様

夜
賑
わ
っ
て
い
る
わ
よ
！
」

数
年
の
う
ち
に
、
堯
朝
上
人

な
悲
し
み
が
う
か
が
え
ま

し
て
い
き
ま
す
。

の
息
づ
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
に

一
人
ひ
と
り
が
一
身
田

「
お
帰
り
な
さ
い
、
月
命
日

に
先
立
た
れ
る
と
い
う
不
幸

す
。

こ
の
エ
リ
ア
の
見
ど
こ
ろ

ィ
の
活
動
拠
点
と
し
て「
寺

は
各
種
会
合
、
イ
ベ
ン
ト
を

の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
な
っ

の
お

粥

食

べ
に
行

こ
う

は
、
や
は
り
高
田
本
山
と
環

か
！
」
等
々
の
挨
拶
が
、
あ

濠
と
な
り
、
先
日
も
メ
ン
バ

一
身
田
地
区
に
お
住
ま

ち
ら
こ
ち
ら
で
飛
び
交
う
日

ー
の
案
内
で
環
濠
を
ぐ
る
っ

い
の
皆
様
、
本
年
四
月
に

が
必
ず
や
っ
て
来
る
こ
と
を

と
一
周
回
っ
て
み
た
と
こ

一
身
田
郵
便
局
長
を
拝

願
っ
て
い
ま
す
。

ろ
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

命
い
た
し
ま
し
た
池
村
と

こ
と
や
新
た
な
発
見
が
多

申
し
ま
す
。
平
素
よ
り
郵

快
く
手
を
挙
げ
て
下
さ
り
、
一
身
田
に
お
住
ま
い
の
皆

ス
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

数
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い

便
局
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き

４
月
の
新
年
度
か
ら
新
体
制

様
、
こ
ん
に
ち
は
。「
一
身
田

３
年
間
講
師
が
派
遣
さ
れ
、
内
容
で
し
た
。

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
し
隊
」
隊
長
の
水
谷

メ
イ
ン
な
ス
ト
リ
ー
ト
プ
ロ
グ

こ
れ
ら
環
濠
や
、
寺
内
町
の

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り

現
在
の
メ
ン
バ
ー
数
は

と
申
し
ま
す
。
普
段
は
、
本

ラ
ム
と
い
う
手
法
に
基
づ
い

空
き
家
を
利
用
し
た
ツ
ア
ー
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一
身
田
地
区
発
展
の
た

通
学
路
の
安
全
見
守
り

り
隊
」
が
分
担
協
力
し
て
実

名
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

山
の
茶
所

蓮
心
庵
に
い
ま

て
、「
地
域
や
街
を
活
性
化

な
ど
計
画
で
き
れ
ば
と
思
っ

め
全
力
を
注
ぐ
所
存
で

は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
ボ

施
し
て
き
ま
し
た
。

ん
は
、
本
当
に
頑
張
っ
て
下

す
。

さ
せ
よ
う
！
」
と
云
う
も
の

て
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
の
で
宜
し
く

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
一
身
田
見
守

危
な
い
場
所
が
多
い
の
で
、
さ
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
と

さ
て
、
一
身
田
に
ぎ
わ
し
隊

で
、
参
加
者
は
一
身
田
が
好

私
達
「
一
身
田
に
ぎ
わ
し

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
見
守
り
を
充
実
さ
せ

社
協
に
雨
ガ
ッ
パ
を
買
っ
て

っ
て
な
ん
だ
？
？
と
い
う
方

き
な
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

隊
」
は
、
い
つ
で
も
新
規
メ
ン

さ
て
皆
様
が
ご
心
配
を

の
郵
便
局
が
完
成
す
る
予

た
い
と
、
老
人
会
や
婦
人

頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
局

定
で
す
。
ま
た
見
通
し
が
悪

会
な
ど
を
通
じ
て
呼
び
掛
け

と
は
言
っ
て
も
、
体
調
が
優

の
で
、
簡
単
に
ご
説
明
い
た

年
齢
・
性
別
・
仕
事
・
住
ん
で

舎
新
築
の
関
係
で
ご
ざ
い

く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
交
差

た
と
こ
ろ
、
何
人
も
の
方
が

れ
な
い
時
も
あ
る
し
、
都
合

し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
令
和

い
る
場
所
な
ん
て
関
係
な
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
も

点
の
視
界
も
、
新
郵
便
局
が

が
悪
い
日
も
あ
る
で
し
ょ

３
年
１
０
月
か
ら
始
ま
っ
て

で
す
！

一
身
田
が
好
き
！

少
し
落
ち
着
き
を
み
せ

完
成
す
る
事
で
少
し
は
改

う
。
無
理
は
禁
物
で
す
の

お
り
、
国
土
交
通
省
の
官
民

な
気
持
ち
一
つ
で
是
非
ご
参

延
期
続
き
と
な
っ
て
お
り

善
で
き
る
事
と
思
い
ま
す
。

で
、
交
代
で
休
め
る
よ
う
、
連
携
事
業
で
、
日
本
メ
イ
ン

加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

ま
し
た
局
舎
工
事
も
こ
の

完
成
予
定
は
来
年
八
月

メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
た
い
と

六
月
よ
り
開
始
の
運
び

頃
の
予
定
で
す
。
工
事
期
間

思
っ
て
い
ま
す
。

く
予
定
で
す
の
で
、
そ
こ
に

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
郵

中
は
地
区
の
皆
様
に
ご
迷

旗
や
帽
子
な
ど
は
在
庫
が

参
加
し
て
話
を
聞
い
て
頂
く

便
株
式
会
社
と
し
て
全

惑
を
お
掛
け
す
る
事
も
あ

あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
で

こ
と
も
可
能
で
す
。
週
１
～

編
集
長
ま
で
ご
連
絡

国
で
数
局
し
か
建
設
さ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
何

も
始
め
ら
れ
ま
す
。
１
学
期

２
回
く
ら
い
か
ら
や
っ
て
み

下
さ
い
。

れ
て
い
な
い
エ
コ
を
重
視
し

卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

が
終
わ
っ
た
ら
、
夏
休
み
中

ま
せ
ん
か
？

☎

２
３
２
❘
２
１
０
９

た
モ
デ
ル
局
と
し
て
、
簡

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
意

ご
連
絡
・
ご
相
談
を
お
待
ち

素
化
さ
れ
た
木
造
中
心

げ
ま
す
。

見
交
換
を
す
る
会
議
を
開

し
て
い
ま
す
。

一
身
田
郵
便
局
長

池
村
充
功

一 身 田 の 新 聞 令和4年7月1日号


